　　序文として　　　　　　　２００７年８月２０日に記す

今日、私の実父、鈴木清蔵の没後６３年をむかえました。

彼は１９０９年１２月３０日に生まれ、

１９４４年８月２０日に逝去。享年３４歳でした。

 

戦争が終わって６２年目を迎えたいま、

やはり、みんなで彼のことを思い出したいと思います。

 

間もなく６７歳になろうとしているジイさんが、

今さら「父恋し」などではないのです。　

戦争が終わるまであと１年という時に、

妻子を残して死ななければならなかった３４歳の青年を、

ぼくらは悼まないわけにはいかない。

こんな無惨な人生を彼にもたらした忌まわしい歴史を、

このまま許すことはできない。

そういう思いなのです。

 

ぼくは８月２３日から３０日まで、

中国東北部（旧満州）を旅します。弘美さんも同行します。

６４年前の１０月５日から翌年の３月３１日までの間、

この青年が綴った３冊の古びたノートが

いま、ぼくの手元にあります。

この６ヶ月間を彼が過ごした「敦化」という地域は、

旅程に入っていませんが、
その間に彼が旅したハルピンや長春は訪ねる予定です。
この６ヶ月が過ぎて、さらに５ヶ月が過ぎたとき、

彼は死んでしまうのです。

ぼくは今日、彼にもぼくのの旅に同行してもらうことを思いつき、

古いアルバムから、古い写真を１枚複製しました。

これを、かれが遺した「軍人手簿」に挟んで、

一緒に旅をしたいと思っています。
満州で平和を考えた　　「憲法ひろば」有志の旅 　　　　鈴木　彰

　調布「憲法ひろば」の有志18人が、中国東北部の最南端にある大連空港に降り立ったのは2007年8月23日午後3時過ぎだった。出迎えてくれたガイドの李（り）威さんを通じて、8日間の旅は日中友好の旅となった。

　歴史振り返る旅だから？

　大連市内をざっと見学した夜、ハルピンまでの1,000キロを空路で北上。便の出発が遅れに遅れて到着は夜中の11時半、ホテルに着いた時は日付が変わっていた。

　翌朝、舗道を突っ走るタクシーに驚かされつつハルピン駅から鉄路を利用。伊藤博文を安重根が襲った一番ホームを通過して「軟席車両」に乗車。トイレが汚い！　「軟席」は「硬席」に対して高級な席だというのだが、座席はそれほど軟らかくもない上に、進行方向に応じての回転もできない。大野夫人が「歴史を振り返る旅だから仕方がない」と言い納得？

　とうもろこし畑とポプラの防風林が無限に続く大地を北西に290キロ走りチチハルに着く。チチハルでのガイドは銀華国際旅行社の李然さん。私たちがチチハルまでやってきたのは、旧日本軍が製造し遺棄した毒ガス（イペリット、ルイサイト）が今住民の命と健康を破壊している事件の実相を見るためだ。４年前に団地の地下駐車場建設現場から腐食したドラム缶が５つ出た。危険とは知らず缶を分解処分し、土は市内の駐車場や校庭の整地に回した。こうして毒ガスと汚染土が拡散したため、44人の被害者が出て内１人は死亡した。被害者たちはこれまで日本政府に賠償要請を重ねてきたが、事件を時効などで風化させないためにもこの１月、東京地裁に国家賠償訴訟を提訴。９月３日の法廷を前に現地検証をしていた日本の若い弁護士たちと被害者たちが私たちの見学を助けてくれた。日本人大学生の米田さんも同行した。

　現場で、弁護団をコーディネイトしている李樓さん（東京・江東区在住）から説明を受け、畢（ビ）海岩さん（29歳、もとユンボの運転手、現在無職）、崔（サイ）金山さん（47歳、もと駐車場経営者、現在無職）、蓋（ガイ）尊旭くん（15歳）ら３人の被害者と蓋くんの母親の陸秀娟さん（中国では夫婦別姓）から話を聞くことができた。私たちは彼らを夕食に招待して懇談した。

　※９月３日午前10時から開かれた東京地裁の法廷で崔さん、李さん、弁護団のみなさんと再会。崔さんの陳述は、彼の苦悩と悲しみが胸に迫る感動的なものだった。傍聴席に思わず湧いた拍手を裁判長も咎めなかったほど。総括集会で小野寺弁護団長は「人間的な共感が法廷を蔽った」と表現したが、その通りだった。

　戦争は人間を鬼にした！

　25日は鉄路を再びハルピンへ。南約20キロ地点の「日本軍７３１部隊」の惨劇の跡で一同言葉を失なう。夕方、240キロ南の長春（旧新京）に移動。指定席を無視して乗り込む乗客を大声で叱り、私たちと荷物を所定の席に納めようと大汗を流して格闘するガイドの李さんの姿に一同深く感動。社会の発展を果敢に支える中国の人びとの仕事振りを見た思いだ。

　翌日は偽皇宮博物館や中国共産党吉林省委員会（旧関東軍司令部）を見学した後、列車で瀋陽（旧奉天）まで南下。列車が遅れたおかげで大地に沈む赤い夕陽を満喫した。

　27日は、６月「憲法ひろば」で話を聞いた戦犯を人道的に更生させた「撫順戦犯管理所」と、日本軍が３千人の住民を虐殺した「平頂山残虐現場」を見学。鬼となった人間と、人道を貫こうとした初期の中国社会主義との違いを認識した。午後からは日本によって傀儡にされた清王朝の豊かな歴史を東陵、北陵で確認。

　28日は、瀋陽故宮、張作霖・張学良博物館、金融博物館をめぐり、満州事変の引き金となった日本軍謀略（柳条湖事件）の現地に建つ「９・１８歴史博物館」を見学。最初のホールに置かれた「1931年９月18日は中華民族の国辱の日。中国人民はこの日を未来永劫忘れ得ぬ日として記憶する」との序言に、あらためて日本の戦争犯罪の根深さと過酷さ、この歴史を否定する日本の「靖国」派の野望の危うさと儚さを確信した。その夜、最南端の大連に戻る。

　憲法「九条」を世界に！

　29日は、百年余り前の日露戦争の戦場となった旅順で「二百三高地」に登り、乃木大将とステッセル将軍が会見した民家も訪ねた。庭の片隅に「庭にひと本ナツメの木」の歌に名高いナツメが枝を広げていたが、この木は２代目だった。
　戦死した父への慰霊も･･

　私事だが、私の実父は軍医として従軍。63年前（終戦の１年前）に漢口の陸軍病院で34歳の命を失なった。彼が遺したのは、死の１年前から６ヶ月、敦化（トンファ）ですごした日々の日記帳だけだった。

　私はこの旅に、満州に従軍し戦後４年間シベリヤに抑留された父（12年前に亡くなったが）を持つ妻と一緒に参加した。

　日記帳に記されている敦化に近づいた（東200キロも離れているのだが）長春で、私と妻は早朝に宿の側を流れる伊通河の東岸に出て、自由大橋のたもとで慰霊の線香を手向けた。河辺を吹き渡る風が、長年の屈託のひとつをそっと癒してくれた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完）
